
市民（納税者など）が選ぶ

持
ち
物

費
用
・
料
金

対
象
・
定
員

場
所
・
会
場

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
応
募

マ
ー
ク
の
見
方

日
時

お  

知  

ら  

せ

行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

進
ち
ょ
く
状
況

市
で
は
、平
成
15
年
10
月
に
制
定
し
た

「
新
行
政
改
革
大
綱
」に
よ
り
行
政
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。現
在
は
、平
成
18
年

に
策
定
し
、計
画
期
間
を
４
年
と
す
る
第

二
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
、毎
年
、見
直

し
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。実

施
時
期
を
先
取
り
し
て
進
め
た
も
の
を

含
め
る
と
、平
成
19
年
度
中
の
目
標
に
対

す
る
進
ち
ょ
く
度
は
、５
割
程
度
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、市
民
の
声
を
施
策

に
反
映
す
る
た
め
のｅ‐モ
ニ
タ
ー
数
の
拡

充
、さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
適
応

す
る
た
め
の
市
税・使
用
料
な
ど
の
電
子

納
付
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
な
ど
、市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
し
て
取
り
組
む
分
野
で
は一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。第
二
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、７
月
17
日
の
行

財
政
改
革
審
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
が
、

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。　  

（
行
政
改
革
推
進
担
当
）

街
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

都
市
づ
く
り
懇
談
会

国
分
・
国
府
台
地
区
に
つ
い
て
、「
歩
き

た
く
な
る
街
」を
テ
ー
マ
と
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
29
日（
火
）午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

西
部
公
民
館
研
修
室（
中
国
分
２

の
13
の
８
）

☎
３
３
４・１
１
０
７
文
化
振
興
担
当

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
間
で
の
解
雇
、

配
転
、賃
金
、い
じ
め
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。労
働
者
と
使

用
者
、ど
ち
ら
か
ら
の
申
請
も
無
料
で
受

け
付
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

☎
０
４
３・２
３
１・２
１
３
１
千
葉

県
労
働
委
員
会
事
務
局

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

電
気
製
品
の
近
く
に
、花
び
ん
な
ど
を
置

く
の
は
危
険
で
す
。電
気
は
正
し
く
安
全

に
使
っ
て
、事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

﹇（
財
）関
東
電
気
保
安
協
会
﹈

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
特
別
職
報
酬
等
審
議
会　

類
似

団
体
の
報
酬
等
に
つ
い
て
。７
月
31
日

（
木
）午
後
３
時
／
市
役
所
３
階
第
１

委
員
会
室
。　　
　
　
　

 

（
職
員
課
）

◆
環
境
市
民
会
議　

８
月
１
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
／
市
役
所
３
階
第
１

委
員
会
室
。　　

 

（
環
境
政
策
担
当
）

講
座
・
催
し

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

災
害
時
に
使
え
る
、ダ
ン
ボ
ー
ル
を
利
用

し
た「
簡
易
ト
イ
レ
」と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
利
用
し
た「
ろ
過
器
」を
作
り
ま
す
。

８
月
３
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
鬼
越
２
の
18

の
17
）市内

在
住
の
方
、先
着
10
人

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
２
〜
３
個
、２
ℓ
の

ペッ
ト
ボ
ト
ル
１
個
、布
１
枚
、カ
ッ
タ
ー

☎
３
３
５・９
９
５
１
同
プ
ラ
ザ

フ
ォ
ト
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、お
気
に
入
り
の
写

真
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
に
仕
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
の
作
成
に
役
立
ち
ま
す
。

８
月
７
日（
木
）〜
10
日（
日
）の
う

ち
１
日
、午
前
10
時
20
分
か
ら
約
２
時

間
30
分映像

文
化
セ
ン
タ
ー（
鬼
高
１
の
１

の
４
）市

内
在
住・在
勤・在
学
の
中
学
生

以
上
の
方
、各
日
先
着
６
人

１
２
０
０
円

筆
記
用
具
、書
き
込
み
可
能
な
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
１
枚
、プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
１
枚

本
日
午
前
９
時
か
ら
☎
３
２
０・３

３
３
４
同
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日
休
館
）へ
。

学
校
開
放
講
座「
軽
井
沢
彫
り
」

９
月
６
日
〜
10
月
18
日
の
毎
週
土

曜
日
、午
後
１
時
〜
５
時

市
川
工
業
高
等
学
校

市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人
、先

着
30
人材料

費
３
千
円
〜
４
千
円

往
復
は
が
き
に
住
所・氏
名・年
齢・

電
話
番
号
、返
信
用
の
あ
て
先
を
書

き
、８
月
８
日（
金
）ま
で
に
同
校（
〒
２

７
２・０
０
３
１
平
田
３
の
10
の
10
）へ
。

☎
３
７
８・４
１
８
６
同
校

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

（
全
３
回
）

講
義
の
他
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ・
心
肺
蘇
生
法

な
ど
の
上
級
救
命
講
習
も
行
い
ま
す
。

９
月
18
日（
木
）・19
日（
金
）・22
日

（
月
） 

※
10
月
４
日（
土
）に
修
了
証
授

与
式

千
葉
消
防
学
校（
千
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
）、他

先
着
40
人

教
科
書
代
な
ど
１
万
３
９
０
０
円

（
学
生
９
９
０
０
円
）

☎
０
３
・３
５
８
４
・４
０
８
５

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

（
千
葉
県
消
防
地
震
防
災
課
）

映
文
シ
ネ
マ
ズ（
Ａ
Ｂ-

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
）

ア
ニ
メ「
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
」

８
月
23
日（
土
）

午
前
11
時
と
午
後

２
時
か
ら
約
30
分

各
先
着
46
人

映
像
文
化
セ
ン

タ
ー
内
ベ
ル
ホ
ー
ル

（
鬼
高
１
の
１
の
４
）

☎
３
２
０・３
３
３
４
同
セ
ン
タ
ー

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
と
コ
ー
チ
が
、実
技

や
栄
養
管
理
な
ど
を
指
導
。

８
月
27
日（
水
）〜
30
日（
土
）午
前

９
時
〜
午
後
４
時

東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部（
国

府
台
２
の
８
の
30
）

市
内
と
松
戸
市
在
住
の
中
学
・
高

校
生
、先
着
40
人

９
４
０
０
円（
受
講
料
と
保
険
料
）

７
月
29
日（
火
）ま
で
に
直
接
、同

大
学
教
養
部
厚
生
掛
へ
。

☎
３
０
０・７
１
０
６
同
厚
生
掛

障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
の

体
験
入
校

開
講
コ
ー
ス　

Ⓐ
Ｄ
Ｔ
Ｐ・Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、Ⓑ
福
祉
住
環
境
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
、Ⓒ
Ｐ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、

Ⓓ
基
礎
・
短
期
実
務
コ
ー
ス

①
８
月
23
日（
土
）と
②
９
月
13
日

（
土
）の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
か
ら
）

障
害
者
高
等
技
術
専
門
校

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
か
取
得

見
込
み
の
方
、各
コ
ー
ス
抽
選
で
20
人

（
Ⓐ
と
Ⓑ
は
10
人
）

往
復
は
が
き
に
住
所・氏
名・年
齢
、

第
２
希
望
ま
で
の
コ
ー
ス
名
、返
信
用

の
あ
て
先
を
書
き
、①
は
８
月
11
日

（
月
）・
②
は
９
月
１
日（
月
）ま
で
に
同

専
門
校（
〒
２
６
６・０
０
１
４
千
葉
市

緑
区
大
金
沢
町
４
７
０
）へ
。

☎
０
４
３・２
９
１・７
７
４
４
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
０
４
３・２
９
１・７
７
４
５

同
校
体
験
入
校
担
当
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暮
ら
し
の

ア
ン
テ
ナ

　市民の皆さん自身が支援したいボランティア団体やNPO法人など
の市民活動団体を選択する届け出が、7月10日に終了しました。
　届出総数は、昨年の5,633人を大幅に上回り、過去最多の9,256
人でした。また、地域ポイント（e-モニターポイントとエコボポイント）制度
による支援も、11万1,327ポイント（１ポイント＝１円に換算）ありました。
　届け出要件に不備があったものなどを除き、各団体は、届け出結果
を受けて、当初の事業を減額変更または取り下げることが認められてい
ます。変更申請後は、審査会の審査を経て支援金額が決定されます。
各団体の支援金交付決定額など詳しい結果は、ホームページで公表
します。また、後日発行の広報いちかわでもお知らせする予定です。

☎３２６-１２８４ボランティア・ＮＰＯ担当

支援選択届出終了

届出総数は過去最多の
 9,256人！！
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★会場周辺では、警察官や警備員などの指示に従ってください。
★ゴミは持ち帰るか、指定のゴミ捨て場（河川敷内）へ。その他の場所へは、絶対に放置しないでください。
★花火大会当日、午後５時から10時まで周辺道路が交通規制されます。
★花火大会に伴う事前場所取りは、一切禁止です。
★大洲防災公園駐車場は、大会の前日午後11時から翌日午後11時まで使用できません。
★自転車で来場する場合、本部会場では大洲中学校臨時駐輪場を、行徳会場では行徳会場臨時
駐輪場をご利用ください（車とバイクの駐車場はありません）。

注意事項

市
民
納
涼
花
火
大
会

　

言
わ
れ
て
み
る
と
ち
ょっ
と
似
て

い
る
、あ
の
作
品
と
こ
の
作
品
。東
山

画
伯
の
絵
の
新
し
い
見
方
を
提
案

す
る
展
覧
会
で
す
。ま
た
、１
階
展

示
室
で
は
、画
伯
の
愛
用
品
と
共
に
、

日
本
画
の
制
作
工
程
で
使
う
画
材

や
道
具
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日（
金
）〜
９
月
15
日（
祝
） 

※
展
示
替
え
の
た
め
、７
月
28
日（
月
）

〜
31
日（
木
）は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

展
示
作
品　

緑
の
微
風
、湖
岸（
試

作
）、他

観
覧
料  

一
般
５
０
０
円
、65
歳
以
上

４
０
０
円
、高
校
・
大
学
生
２
５
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

☎
３
３
３・２
０
１
１
同
館

通
常
展
「
く
ら
べ
て
み
よ
う
、

　
　
　
あ
の
絵
と
こ
の
絵
」

東
山
魁
夷
記
念
館

〈
緑
の
微そ
よ
か
ぜ風
〉

打上数
約14,000発

8月2日㊏
午後7時15分
　　～8時30分
（雨天・荒天時は翌日）

会場
大洲3丁目地先
江戸川河川敷
（北越製紙裏）

帰路の分散に
ご協力を！

　花火大会終了後
の帰路は大変混み合
います、江戸川上流
に沿って市川駅へ向
かうか、比較的空い
ている本八幡方面
からお帰りください。

　近隣住民への迷惑行為は厳禁です。ルールとマナーを
守って、夜空を彩る夏の風物詩をお楽しみください。

（市民納涼花火大会実行委員会）


